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…… ……西澤会長 2000年エジソンメダル受章
6月 24日 バンクーバーで開催の IEEE(米国電気 電子学会 :電気電子情報関係の世
界最大の技術専門家学会)年次名誉式典において、『材料科学技術への貢献、および静

電誘導 トランジスタの発明』に対して。

エジソン賞
IEEEの最も権威ある賞の一つ

で、歴史的に最も古く1909年に、

米国の発明王 トーマス エジソン

(1847-1931)の 業績を称え創設さ

れた。毎年 1名 の受賞者。初期
の受賞者には電話の発明者のグ

ラハム ベル (1914)、 磁場の単位

になってい るニ コラ テス ラ
(1916)な どの名が見られる。日

本人としては西澤博士が最初で

ある。

受章記念祝賀式開催
8月 26日 (土)ク刻、東京高輪

のロシア通商代表部において、

東北アジア学術交流懇話会、なら

びに日口交流協会の共催のもと

とり行われました。関東地域を

主とした多数の会員出席のもと、

伏見康治本会顧間のお祝いの詳

に続き、光通信の開発経緯秘話

など、格調高い西澤会長の受賞

記念講演 (写真)がありました。
そのあと、マンドリンコンサー

トに引き続き、祝賀パーティで

親しく懇談。

――-1-――
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白頭山を観る ―火山研究の材料としての―
東北アジア研究センター 教授  成  澤    勝

日本の火山の多くが「位階」等を授けられ、ま

た蛇や龍と結び付いた特異な伝承を伴っている。

こうした特徴は、朝鮮半島基部の白頭山 (長白山)

にも共通する。

金代■72年には `興國應王' を、また1193年に

イよ `開天宏聖帝' を贈 られている。さらに、金の

後裔たる清においては民族発祥の地として神聖視

され、宮廷では定期的に祭戸Eを行い、民間でもシ

ャーマニズム信任「の対象となっ

た。境を接し、山を共有する朝

鮮諸族の場合も同様である。僧

一然がその『三国遺事』に「古

記」を引用 して言 う `太白山 '

は明らかに白頭山のことであ

り、まさしく民族の始祖 `檀君 '

降誕の地なのである。 しかし
その檀君の物語からはこの山が

大山であるという印象を受けな

い。おそらく所謂 “大噴火 "

(10世紀半ばと見られている)

のあった以前に形作られた叙事

であろう。満族にも始祖ブクリ

コンシュンの降誕謂として今に

なお伝わる `三仙女物語'があ
る。これらは白頭山の叙事とし

てはむしろ特異である。民間に

伝わる多くは、戦いのモチーフ・火のモチーフ、

時には水 (氷雪)のモチーフに彩られ、実に荒々
しい。

例えば、満族の神話のひとつは

白諷芭が墳火 した時、シt廃神が全てを妨 き尽 〈
していた。そこ′ご、冒き納 という宏力i天鵞を″っ

て、天帝 を訪ね、夕t房神を降伏す石方法を庸いた。

彼夕 lまズ帝のくださった氷朔を持って白頭山′ごしヽ

たり、質ノヒロ′ご飛び逐んで、人魔神のガ々営の中′ご潜

り込んだ。するとズ rどt崩れ、/L′ lま裂け、大音響が

満天 ′ご纂いた。と思 うと、煙′まとみ、火′ど々策まっ

て、まうや〈的′まもとの姿を取 り戻 した。そして

入氏神の覺 左 7は大 きな泌′ご変 じた。後の人々′ま

これを天激と呼んだ。

と語る。

ところが同じ `火' と `氷'の戦いでも朝鮮族
の伝承では

透い音、東海詑王、票鶉 王、天池旨自王が義

児弟のちぎりを府び、親交を重ねていた。ところ

が、軍竜江諸王が末弟であるズ池諸王の愛妾′ご廣

恋慕Oし かヽった東海旨自王ば剣をかぎして軍竜ど諸

王 l_~立ち向かうと、互い′ご境いが始まった。そこ

天池を図む峰々

で長児の東海青昌工が票姫 を諭すが、収まら

ない。夕癬 ち′ごされている軍竜ど青昌三ぼ日から

氷を,二ときつけて応耕。凍ン弟
‐
自
=′
ま葬 しヽ意宏でその

氷を溶かし、天池諸Fl数をを挙げる雫 雲力式天
を覆 ,ヽ稲妻がたった。云々

となる。

こうした伝承は単にフィクションとして処理 し

てしまうことは出来ないであろう。実際にあった

現象を当代の人々が、龍とか天帝といった神界や

超自然界の概念に仮託しつつも、彼 らなりの自然

観・認識力によって独自に体系化した、現実の表

象と見るべきものと考える。火山活動そのものの

分析にも重要なデータ (情幸艮)と して用に堪えう
るものであるう。
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ロンアかゥ 北方領土問題異間

ロシア外務省外交大学教授のV.シ ロトキン氏は、9月 20

日の「独立新聞」において、北方領土と日露平和条約の間

題に関する驚くべき持論を展開している。同氏の所説は大

要次の如くである。 《①ロシアの「民主的」勢力の一部代

表者は北方領土を返せばすぐに平和条約を結ぶという日本

の主張を是認し、「ちっぱけな4島など日本に渡して、日本

の友好を得よう」と言う。そこで言及されるのは1824年に

太平洋沿岸の「露領アメリカ」を米国に害J譲したことや、

1867年にアラスカを米国に720万 ドルで売ったことである。

②ロシアには、国家にとってのいかなる地政学的利益もな

しに個人的利益のために領土を売ってしまう傾向があるが、

その傾向はソ連時代末期以降さらに強まり、回着してしま

った。例えば、ソ連外相シェワルナゼは豊富な石油とガス

を持つベーリング海峡の大陸棚を米国に無償で譲った。③

そういうイ頃向がロシア外交に地政学的配当をもたらしたか

と問うてみる必要があるし、戦後体制によるヨーロッパの

国境の不動性が崩壊した今日の条件では北方領土の日本へ

の引き渡しはロシアのあちこちの国境にとって危険な先例

になる恐れがある。④日本の政界にとっては、北方領土問

題はむしろ選挙用の内政問題である。1992年に東京で会っ

た自民党のある国会議員は、会議の場では北方領土への日

本の主権を証明しておきながら、懇親の席では酒に酔って

「島は返さないでくれ。返されたら我々は10～ 15%の票を

失う」と囁いた。⑤ロシアには「黄金の決め球」力式ある。

それは、日本にあるロシアの黄金に対する合理的な所有権

である。1916年にツァーリ政府が、1919年には白衛軍のコ

ルチャック将軍が武器の買い付けのためのデポジットとし

て日本に黄金を渡したが、それらの書類には「要求があり

次第黄金を大阪からウラジオストックに戻すことができる」

と明記してある。この公式の黄金の他にも日本は自衛軍の

首領たちから黄金を受け取っている。そして、誰一人とし

て小銃一丁、銃弾一個たりとも日本から受け取らなかった。

また、1917年には英国に亡命しようとしていた皇帝ニコラ

イ2世も日本経由で発送した個人所有の黄金5,5ト ンを強奪

された①これらの黄金の価値は、いくつかの外国の評価に

よれば、その後80年間の利子を入れると現在では800億 ド

ルにものぼる。⑥日本の主張する南千島領有権の根拠

(1956年のソ連の宣言)は極めて曖味なものであるのに対し、

日本にある黄金へのロシアの所有権の根拠は書類により明

白である。ロシア外務省はこの決め球の存在を知っている

にも関わらず、公式の交渉ではそれを使おうとしない。何

故なのか全く不可解である。》

⑤に書かれていることはにわかには信じがたいことだが、

その真偽については筆者には論評できない。しかし、本当

にロシア外務省が知っていながら平和条約交渉でそれを持

ち出さないのであれば、大国ロシアのさすがの見識である。

そんなことを言うならば、中立条約を勝手に破って日本に

宣戦し、しかも多数の捕虜をシベリアに送って過酷な強制

労働をさせたソ連の責任はどうなるのかと日本人なら誰も

が思うはずである。外交大学の教授が、インテリ層が読む

とされている「独立新聞」でこんな感情的な議論をするこ

と自体が悲しいことだが、しかし、この事態を招いた責任

の一端は日本政府にもあるのではないだろうか。「日露平和

条約は結ぶ機を逸してしまった」とよく言われる。シロト

キン氏が④で言うとおり、日本では北方領土が国内向け反

ソキャンペーンの道具として使われ、「日本固有の領土」と

いう国際的に通用しない理屈ばかりが繰り返されてきた。

冷戦時代であればこそ軍縮と非武装地帯の設置などの建設

的提案がこの問題の解決に有効であったはずなのに、「北方

領土が返還されたら国防施設を作るJな どと公言してはば

からなかった当時の日本政府の外交的幼稚さと自国民への

不誠実さは指弾されて然るべきである。日露両国政府には、

大人の態度での真摯な交渉を切に望みたい。

(柳田賢二)

モンゴJ♭からノプ~チン大統領のモンゴル訪間
社会主義時代にはソ連構成共和国以上にモスクワの影響

下に置かれ、チンギス・ハンの積極的評価がタブーだった

モンゴルは、1990年代の民主化とソ連圏の崩壊の結果、ア

ジア・太平洋圏や欧米との政治・経済的関係を急速に深め、

議会制民主主義国家として生まれ変わった。南の中国との

関係も改善され、昨年は江沢民主席の訪間も行われている。

しかしソ連時代以来のロシアとの経済的結びつきが断たれ

たわけではもちろんないし、民主化直後に一時的な反ソ感

情の噴出はあったものの、モンゴル国民は、今でも親口的

とさえ言えるだろう。

さて、ロシアのプーチン大統領は、10月 26日 にモンゴル

を訪問する予定であった。これは延期されたが、年内に実

現の見通しである。意外なことに、ロシアの国家元首のモ

ンゴル訪問は、ブレジネフ書記長以来実に26年ぶりである。

プーチン大統領自身はかつてサンクトペテルブルグ市勤務

時代にモンゴルを一度訪間している。この時の彼の仕事は、

モンゴルからの債権回収だったと言われる。実はモンゴル

とロシアの間には社会主義時代の債務問題がくすぶってお
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り、モンゴルl貝1には、プーチンの訪間によってこの問題が

再浮上しはしまいかと気をもむ向きもあるようだ。ロシア

外務省のロシュヨフ次官は、7月の選挙での人民革命党の新

政権成立を訪間の理由に挙げているという。『ウドリーン・

ソニン』紙 (10月 15日 )によると、モンゴル側は、プーチ
ン大統領にチンギス時代の帽子 (Iり を、夫人にはモンゴル

の民族服を贈呈する予定と言われる。

(岡 洋樹)

`朝鮮地域から′ `後退してはいけない'

韓国最大の建設会社「現代建設」力dデフォル トの危機

にある。クムガン (金剛)山観光開発、更には民族の聖
地ペクトゥ (白頭)山観光開発と、次々に北朝鮮 (朝鮮
民主主義人民共和国)と 経済交流を進めるヒョンデ
(Httd江 =現代)財閥の中核にあり、これまで力強く韓
国経済を牽引してきたゼネコンである。大統領候補にも

なった鄭周永会長はしばしば】L朝鮮を訪れ、食糧の不足

するところに肉牛を贈るなど支援してきており、北朝鮮

としても経済的に頼れる存在であった。

また一方では北朝鮮の対米修好の計画ははかばかしく

ない。年内の大統領訪朝はなさそうである。南北関係自

体も赤十字会談では離散家族相互訪問問題が進展してお

らず、期待された金正日総書記の訪南も実施されそうに

ない。せっかくの「第一歩」が大きく後退するのではな
いかと懸念される。           (成 澤 勝)

日/薫、鮪硬り
nthonkan・ dayori

今年になってロシアは大きく変わろうとしていま

す。原油高を背景に石油関連の輸出が急速に伸び、

上半期のロシアのGDP成長率は 7.5ο/ο を記録しまし
た。98年 8月 に起こった経済危機からロシアはよう

やく回復しつつあります。ノヴォシビルスクのアカ

デミー・タウンでも、ロシア経済の好転を実感でき

ます。7月以後、アカデミー 。タウンのあらゆる研究

所の建物の改装作業が始まり、現在もなお続いてい

ます。おそらく今年度木までに研究所内部は見違え

る程美しくなるでしょう。景気の良さを反映してか、

ファース ト・フード店やレス トランでは食事時に常

に満員の状況にあります。また、携帯電話やクレジ

ット・カードを持つ人を見かけることが多くなりま

した。

ノヴォンビルスクを訪れる日本人の数は、 ドイツ
人や韓国人と比べれば非常に少なく、訪問者はこれ

まで研究者に限定されていましたが、徐々に訪間者

の種類も変わろうとしています。最近ノヴォンビル

スク大学はロシア語を学ぶ留学生を確保しようと努

力しており、インターネット上に英語のホームペー

ジを用意し、ホームページ上で留学の手続きができ

るようにしています。このような努力の甲斐あって、

現在ノヴォシビルスク大学で学ぶ日本人留学生は4人

います。また、ノヴォンビルスク市は札幌市と姉妹

都市関係にありますが、その関係を通じて、ノヴォ

ノウォンビルスクの中央市場

シビルスク教育大学に日本人留学生が2人学んでいま

す。今後ますますノヴォンビルスクで学ぶ日本人留

学生が増えるように思います。

ノヴォシビルスクはシベリアの頭脳が集約されて

いる都市であり、潜在的に利用可能な知的資源にあ

ふれていますが、まだ日本では十分に知られている

わけではありません。しかし、この知的資源に注目

してノヴォシビルスクを訪間するビジネスマンが増

えつつあります。F、元に新日鉄は触媒研究所に委託研

究を依頼しようと動き出していますし、ノヴォシビ

ルスクのコンピューター・プログラマーに仕事を依

頼しようとする日本の企業も現れています。10月 に

東北アジア懇話会が企画したノヴォシビルスク調査

団も、日本企業にアカデミー・タウンのポテンシャ

ルを知らしめるのに貢献したように思います。ノヴ

ォンビルスクと日本との様々な分野の交流がこれか

ら本格的に始まる予感がいたします。

(塩谷昌史)
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◆第 8回「古ツングースの生産文化に関する自然科学的
嗣

Dr.【鵡 S〔川ソ・ヨノ (徐淵具)

東北アジア研究センタ

ー客員教授 /高麗大学
校文科大学教授

韓国民俗学会副会長

「韓国における伝統祭祀

儀礼の類型」

平成 12年 7月 14日 (火 )

◆第9回「古ツングースの生産文化に関する自然科学的
聯 □

刈田啓史郎

東北アジア研究センター兼任教授/歯学研究科教授
「生理学から見た東北アジアの民族」平成12年 7月 25日 (火 )

◆大学間国際交流フォーラム

「東北アジアの学術交流の現状と将来J

本年 8月 、「21世紀の研究と教育に関する国際シンポ

ジウム」一大学問学術・学生交流の役割 (IS配2000)一

が仙台国際センターをメイン会場に開催された。本シン

ポジウムは東北大学が学術協定を締結している大学を中

心に、大学間の連携について討議を行うことを目的とし

て企画された。シンポジウムの中核である大学問国際交

流フォーラムでは全体会議と10の専門分科会が開催さ

れ、本センターでは8月 20日 に「東北アジアの学術交流

の現状と将来」を主催した。本分科会にはセンター教官

に加え、モシキン・ロシア科学アカデミーシベリア支部

副総裁、オチル・モンゴル科学アカデミー歴史学研究所

所長、バダルチ・モンゴル技術大学学長、李・ソウル大

学校総長、表・吉林大学副学長、ディカンスキー・ノボ

シビルスク国立大学学長が参加した。各参加者からは各

国における大学や研究機関の置かれている現状と問題点

について報告があり、今後の国際協力を行いながらいか

に研究・教育を発展させるかについて議論された。

特にアジアを対象とする地域研究のありかたについて

話題が絞られ、関係した諸国が連携した研究体制をとる

こと、本センターが中核となり専門の研究者を養成する

組織作りを進めること、またこうした会議を今後定期的

に開催することなどについて合意をみた。本分科会の討

議内容は徳田センター長によって全体会議に報告され、

国際シンポジウム共同宣言の内容にも盛り込まれた。専

門分科会の論文集は

httpi//wwwocneas,tohoku.ac.jp/cneas/homepage―

e/whぬnew/即po00082Ce,pdfに 全文が掲載されている。
また70を越える各専F日分野での個別シンポジウムが前後

して開催され、本センター関連では「21世紀におけるモ

ンゴル研究の課題」、「地球環境変動に関わる国際ワーク

ショップ (ノ アから見たシベリア)Jの 2つについて、活

発な発表と討議が行われた。

◆国際シンポジウム
「ノアから見たシベリア」

本年8月 に開催された

東北大学主催の「21世紀

の研究と教育に関する国

際シンポジウム」の一つ

として、本センターは一

つのフォーラム・セッシ

ョンと2つのワークショ

ップを開催しました。そ

の一つがこの「ノアから見たシベリア」です。これは

「地球環境に関する国際ワークショップ」中の一つのワ

ークショップでもあり、イ山台国際センターで 8月 22日 に

開催されました。時間は9:50～ 17:30。 場所は国際
センター小会議室 8で、参加者は国内外の約50名でした。
ロシア科学アカデミー・シベリア支部副総裁V.モ ロディ

ン教授、アメリカ・アラスカ大学国際北極固研究所所長

赤祖父俊一教授などによるノアデータ研究の意義につい

ての講演のあと、アメリカ・NOAA国立地球物理学デー
タセンターの C.エルビジ研究員、同NA涎ゴダード宇宙
航空研究所 R.マ ホニー研究員による基調講演、さらに国

内外の 10名 によって最新の研究報告が行われ、ノアデー

タ研究上画期的意義を有する研究会となりました。また、

その中で今後のシベリア・ノアデータ利活用の展望が示

されたことも特筆すべき事柄です。

◆公開シンポジウム

2000年 10月 14日 (土)午後1時より東北大学川北キ
ャンパス国際文化事務棟3階大会議室において公開シン

ポジウム「変動するアジアと地域研究の課題」が開催され

た。このシンポジウムは日本貿易振興会アジア経済研究

所の協力を得て、より広い見地から「地域研究のあり方」

について議論を喚起することにした。

同シンポジウムは日本貿易振興会アジア経済研究所と

東北大学東北アジア研究センターの共催によるもので、

明日香壽川・本センター助教授をはじめとする4人の講

演者による次の講演が行われました。

公開シンポジウム

風景

着実に進められる共同研究の学習会

基調請演するRマホニー石升究員
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明日香壽川氏 (東北大学東北アジア研究センター助教授)
「アジアの工業化と環境問題」

成澤  勝氏 (東北大学東北アジア研究センター教授)
「10世紀の中国白頭山噴火と文理融合型研究の試み」

大西 康雄氏 (アジア経済研究所主任研究員)
「中国の物流と地域経済圏」

山口 博―氏 (文教大学国際学部教授)
「地域研究と国際協力のあり方」

。をツ ク ージ 〃

木年 10月 ～12月 の東北アジア研究センターの客員

研究=音 をご紹介します。

(国内から】
●渡邊幸治 (ワ タナベ、コウジ)教授 :経済団体連合
会特別顧問・元在ロシア連邦日本国特命全権大使、

開発と社会変容の研究

0江夏由樹 (エナツ、ヨシキ)教授 :一橋大学大学院
経済学研究科教授、東アジア・北アジア交流論

●横山隆三 (ヨ コヤマ、リュウゾウ)教授 :岩手大学
工学部教授、森林等の資源

〔海外から】
●徐淵畏 (ソ ,コ ノ)教授 :韓国、高麗大学校文科大
学教授、東アジアの儀礼・芸能における身体と社会

の表象に関する共同研究

●EROKHINE,Guennadi N.(イ エローヒン,G.N.)

教授 :ロ シア、ロシア科学アカデミー・計算数学及

び計算物理学研究所地球物理学情報技術研究部門教

授・部長、衛星リモー トセンシングを用いたシベリ

アの環境評価方法の開発

●石角精 |し布 (チ ョイジンジャブ)教授 :中国、内蒙古
大学蒙古語文研究所教授、モンゴル語資料の計算機

処理

●陳春林 (チ ン,シ ュンリン)研究員 :中 国、廃棄物
溶融炉の炉内解析に関する計算機シミュレーション

●BARINOVA,Allna A.(バ リノワ,A.A.)研究員 :ロ

シア、ロシア科学アカデミー 。シベリア支部細胞・

遺伝学研究所研究員、東北アジア地域における淡水

動物の遺伝的多様性に関する研究

●TARAN,Georgui S。 (タ ラン,G.S,)研究員 :ロ シア、
ロシア科学アカデミーシベリア支部中央植物園上級

研究員、ノア・データを利用したオビ・イルティシ

川氾濫原植物群落の分布構造の解析とデータベース

の構築               (柳 田賢二 )

巴 /2/Q/Q/Qィη
●内蒙古大学蒙古語文研究所

内蒙古大学は中国の内蒙古自治区の中心地、呼和浩

特 (フ フホ ト)に ある総合大学で、特にモンゴル学と
畜産学の研究で世界に名を馳せています。

蒙古語文研究所は、1963年に内蒙古大学の蒙古語文

研究室として設立され、1973年に研究所になりました。

当研究所は中国でも早い時期に設立されたモンゴル語

の専門研究機関です。当研究所には現代モンゴル語研

究室 (モ ンゴル語方言を含む)、 アルタイ諸語研究室

(満洲・ツングース語族、チュルク語族を合む)、 モン

ゴル語史研究室 (古代文字を含む)、 実験音声学研究

室とモンゴル語情報処理研究室、および資料室があり

ます。

研究所の 25人のスタッフのうち教授、助教授は 18

人です。この研究スタッフはモンゴル語のすべての面

で研究を行なっていますが、特に現代モンゴル語とそ

の方言、モンゴル系諸言語、契丹小文字、モンゴル語

情報処理等の研究で世界の学界の注目を集め、高い評

価を得ています。

当研究所から出版されている『モンゴル語族言語・

方言研究叢書』、『モンゴル語・満洲語研究』、『現代モ

ンゴル語文法』、『モンゴル語文法研究』、『蒙漢辞典』、
『契丹小文字研究」、『モンゴル語音声研究』、『モンゴ

ル語情報処理』、『モンゴル語文字コード』等の研究書

をはじめ、研究所で作成した 《現代モンゴル語データ

ベース》、 《モンゴル語電子出版システム》等は当研

究所の研究レベルを代表するものです。このほか、年

に一冊の論文集を刊行しています。

当研究所は研究機関であると同時に、モンゴル語学

部の授業を担当し、大学院の修士課程と博士課程の学

生を受け入れて指導を行っています。

当研究所は内外の学術交流を重視して、積極的に交

流を進めています。現在、モンゴル、カルムイク、ブ

リヤート、ロシア、日本、韓国、アメリカ、カナダ、

イギリス等の国々の多くの研究機関と色々なレベルで

交流を行っています。

(内蒙古大学蒙古語文研究所教授・石角精 ↓L布「チョ
イジンジャブ」)
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斗 東北アジア研究センター客員教授  キー
内蒙古大学蒙古語文研究所教授 石角 精 手L布  (チ ョィジンジャブ)

私の専門はモンゴル言語学です。1950年代から主とし

てモンゴル語の文法 (特に形態論)、 方言、 トド文字等
の研究を行い、『現代モンゴル語・形態論』、『モンゴル

文字・ トド文字対照辞典』、『オイラー ト方言語彙集』、

『モンゴル語文法研究』等 9冊の著書を刊行しました。
1957年より内蒙古大学の学部と大学院でモンゴル語に関

する授業を行い、修士・博士あわせて十数人の研究者を

育成しました。

1980年代の中頃から言語研究にコンピュータを使う必

要性を痛感し、この方面の研究を始めました。この 15～

16年間に、コンピュータでモンゴル文字を処理できるよ

うにした事をはじめ、多くの基礎的な研究を行ってきま

した。現在、私たちの蒙古語文研究所 【研究機関紹介を
参照】のコンピュータはモンゴル語研究に関係するすべ

ての文字を扱うことができるようになっています。さら

に、のべ語数500万語以上の 《現代モンゴル語データベ

ース》を構築し、様々な方面で利用しています。北京大

学の「方正」技術研究院と共同で開発したソフトウェア

《モンゴル語電子出版システム》はこの分野では中国内

で一番多く使われています。

1993年以来、モンゴル語の文字コードの国際標準をつ

くる作業に従事し、昨年 ISOの承認を得ました。これ
に関連して、今年『モンゴル語の文字コード』という本

を上梓しました。

自己紹介 |

東北大学 .東北アジア,F究センター助教授 高 倉  浩 樹

10月 1日 より東京都立大学から木センターに赴任しまし

た高倉浩樹と申します。仙台は私にとって全く見知らぬ新

しい街ではありません。というのも小学校時代を過ごした

場所でありまして、20年ぶりに帰仙したことになります。

緑に溢れた美しい街並みと新しくてきれいな研究室で仕事

ができることをうれしく思っております。

私の専門は社会人類学およびシベリア民族誌学です。社

会人類学という言葉は聞き慣れないかもしれませんが、文

化人類学あるいは民族学とほぼ同じ中身と考えてもらって

かまいません。東北アジア研究センターのなかでは、瀬川

昌久さんと同じ方法論です。つまリフィールドワークに基

づく個別実証的な方法と通文化的比較方法とを組み合わせ

ることによって、現代社会における民族・地域文化の研究

を行おうとするものです。あらゆる民族・地域を一人の人

類学者が実際に調査研究することは時間的にも体力 ,知力

的にも難しいので、ふつう人類学者は専門とする民族・地

域をもちますが、私の場合はそれがシベリアということに

なります。

シベリアといっても、西はウラル山脈から東は北太平洋

沿岸と広大な領域になってしまいまして、実際に私がフィ

ールドワークをおこなっているのは、ロシア連邦の中にあ

るサハ共和国というところです。日本列島からほぼ真北に

位置し、レナ川を中心にひろがる広大な共和国で、ダイヤ

モンドや金がとれることでも知られています。この地域は

シベリアの中でも寒いことで知られています。12月 と1月

の平均気温がマイナス50度になり、時々マイナス60度まで

達します (なおサハ共和国で、かつ地球上でもっとも寒い

温度を記録し

たオイミャコ

ンとい う町

は-71度 )。
その一方、夏

には+30度 ま

であがるとい

う年間気温較

差が100度近 液X蕃曽露ィ樅苫Fに位置するトナカイ
くになるとこ

ろです。ロシアのテレビで天気予報をみたことのある方は、

ヤクーツク (サハ共和国の首者卜)だけが、他の地域と比べ

て突出して低い気温であることにお気づきかもしれません。

私はこの共和国の先住民であるサハ人とエヴェン人の生

業活動を中心に調査研究してきました。言語的にチュルク

系民族のサハ人は牛馬飼育を、ツングース系民族のエヴェ

ン人はトナカイ飼育を伝統的に営んできました。社会主義

時代にこれらの生業はいわば社会主義経済の中の畜産業と

して位置づけられ、ポストソ連時代には国営農場などが解

体し、民営化あるいは家族経営という形に再編されていま

す。とくに中心に調べてきたのはトナカイ飼育でして、家

畜放牧のルートから家畜群の行動管理方法、家畜認識や所

有観といったあり方が、社会主義時代の制度とどのように

絡ノ大合って現在に至っているかということです。1年半ちか

く牧民と一緒に移動生活をしましたので、今ではトナカイ

騎乗・トナカイ権の運転にはじまリトナカイの畜殺・解体

といったこともできるようになりました。最近は、サハ人

の牛馬飼育についても調査をしています。

東北アジア研究センターでは地域環境研究部門のなかの

社会生態学研究分野に属しており、 4階に研究室がありま

す①今後ともよるしくお願いいたします①
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日露の
歴史的交流

東北アジア研究センター教授

平 川 新

東北アジア研究センターでは、今年度から3カ年の計画

で、肺 近代における日露交流資料の研究」という日露の共

同プロジェクトを発足させた。主たる研究対象は、幕末開

国よりも前の時代においている。1855年の日露和親条約以

降は資料も多いのだが、それ以前はまだ十分に発見されて

いない。おそらくロシア側には、日本にアプローチする過

程の資料があるのではないかとの予測から、本格的調査に

踏み切ることにしたのである。

歴史的に知られているのは、1792年のラクスマン、1804

年のレザーノフ、1853年のプチャーチンなど、ロシア皇帝

が派遣した遣日使節や、ラクスマンによって送還された深

流民の大黒屋光太夫、あるいはレザーノフによる若宮丸津

太夫らの送還程度ではないか。漂流民については、ロシア

語に堪能な研究者がいくつかのロシア語資料を発見してい

るが、それとても十分な状況ではない。遣日使節について

は、もっばら日本側の交渉記録を中心に検討されてきた。

今年の6月 と9月 に、それぞれ2週間ほど日本側メンバー

が訪口して、ペテルブルグやモスクワ・イルクーツクなど

の資料館を訪ね、予備的調査を実施したところ、遣日使節

と漂流民については、かなりの関係資料が存在することが

日本人漂流民が教鞭を執ったイルクーツク市内
の日本語学校 (若干増築されている)

判明した。それだけではなく、日本に関心をもったイルク

ーツク商人の資料などが存在するとの情報も得ることがで

きた。

とはいえ、短期間に資料の所在確認から写真撮影までこ

なすことはできない。そこでロシア人の歴史研究者に、よ

り徹底した所在確認と資料収集の作業を依頼することにし

た。幸い、数人の研究者から全面的協力を取り付けること

ができたので、いずれかなりの新出資料を日本に翻訳して

紹介することができるだろう。

ただ、今回の訪口で実感じ不安を感じたのは、ロシア人

研究者の待遇の悪さと学術研究の将来についてである。科

学アカデミーに所属する研究者の給料は、モスクワのOL
の 5分の1か ら10分の1程度だとも聞いた。若い優秀な人

材は自由主義化されたビジネス界に向かい、学問の世界に

は、なかなか進んでくれない状況のようだ。超大国ソ連の

時代は安定した研究体制であったが、いまやロシアの学問

は崩壊の危機にあるといってもよい。この日露の共同研究

が、いくらかでもロシア人研究者を励ますことになればと

願うのみである。

「うしとら」第 7号、20世紀での最終号をお送りいたします。号は一段落ですが、しかし東北アジア各地域
には、あるべき姿に今ひとつ到達していない要素も多々あり、ロシアとの問題にしろあるいは朝鮮問題にしろ、

来世紀への懸案となってしまいました。学術交流の大きな牽引力こそが期待されてくるでありましょう。
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